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ガネ（CAei,･わ,】“/α腕6αr）などに代表される多数の固

有動物が生息している（大島ほか，1997)．近年になっ

てこの地域の自然の特性について，内外の関心は急激に

高まってきた．このような意識の高揚の背景には，島々

の自然のすばらしさがよく理解されてきたこともある

が，半面急速に進行する開発による自然破壊への危倶の

念もある（千木良，1990)．また開発に加えて，捨てネ

コに起因するノネコ（睦雌、“）の生息域の拡大なら

びにそれら捨てネコが野生化することによる在来種への

影響が心配されている（大島ほか，1997)．特にやんぱ

る地域において，食肉目の生息しない島で進化を遂げて

きた固有の動物は，捕食性哺乳類に対する対捕食者戦略

をもちえず，大国林道とその周辺および照首林道におい

てノネコによる捕食圧を受けていることがこれまでにも

報告されてきた（宮城，1976；沖縄県教育委員会，

1981；大島ほか，１９９７；河内・佐々木，2002)．これら

の報告に加えて，近年では沖縄県のマングース駆除事業

においてネコがやんぱる地域全域で述べ456回も捕獲さ

れ，大国林道付近だけでなく，より広範囲にネコの分布

が拡大していることが明確になった（沖縄県文化環境部

自然保護課，2002)．そこで今回，筆者らは，これまで

にノネコの在来種に対する影響が多数確認された大国林

道，照首林道に加え，科学的な根拠はないが，比較的ヤ

ンバルクイナやケナガネズミなどの在来種の生存割合が

高いといわれる，県道２号～安波ダムや伊江林道などに

おけるノネコの在来種への影響を把握するために，大国

林道を含む６林道にて糞を採集し，糞分析による食性調

査を実施した．また，集落に生息するネコについても同

様に食性調査を実施し，林道における調査結果と比較し

た．

なお，一般的には，ネコのうち，人間が飼養している

摘 要

沖縄島北部やんぱる地域におけるノネコ（犀/jscQ“）

および集落におけるネコの食性と在来種への影響を把握

するために，糞分析による食性調査を実施した．その結

果，ノネコおよびネコの餌動物は多くの分類群にわたっ

ていた．林道においてノネコは，昆虫，哺乳類，鳥類お

よび爬虫類を主要な餌資源としていることが推察され，

集落においては，人工物および昆虫が主な餌資源となっ

ていることが推察された．ノネコの餌動物には多くの在

来の希少動物が含まれており，沖縄島固有種で国指定特

別天然記念物であるノグチゲラ（St2pAEqpjPo〃Qg1Jcﾙﾉﾉ）

をはじめ８種の希少種がノネコの糞より検出された．や

んぱる地域に生息するノネコおよび集落に生息している

ネコは，沖縄島の生態系において陸棲動物のほとんどを

捕食できる高次捕食者として位置づけられると考えられ

た．今後，やんぱる地域の生態系を維持するためには，

ノネコの排除が必要であり，さらに供給源としての飼い

ネコの遺棄を防ぐ県民への啓蒙普及活動が不可欠であ

る．

はじめに

沖縄島は，南西諸島のほぼ中央に位置し，同諸島中も

っとも大きな島である．動物地理学的には，東洋区に属

するが，北方系と南方系の生物が同居する移行帯に位置

している．沖縄島の中でも特に、北部地域の塩屋湾と平

良湾を結んだライン（通称ＳＴライン）以北の「やんば

る」と呼ばれる地域には，ヤンバルクイナ（Ｒａﾉﾉ"s

oAni,mMJe)，ノグチゲラ（Sup〃eQpjpo,jQgwcAji)，オキナ

ワトゲネズミ（Tbﾉtz`｡αj口加…"i"Ａｌ)，ヤンバルテナガ．
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ものを「飼いネコ｣，飼養はされていないが人間生活に

餌，住処等を依存して生活しているものを「野良猫｣，

人間生活に依存せず生活しているものを「ノネコ」と呼

びわけている．しかし本稿では，林道で採集したネコの

糞は，人間生活に依存していないネコである可能性が極

めて高いと考えたため，林道で採集した糞を「ノネコ」

の糞，集落で採集したネコの糞は飼いネコ，野良猫なら

びにノネコが混在していると考えられたが，これらを糞

から見分けることは困難であるため，集落内で採集した

糞は「ネコ」の糞として扱った．なお，ノネコ，飼いネ

コおよび野良猫などを区別なくネコ全般を指し示す際に

も「ネコ」を用いた．

調査地および方法

調査地は，スダジイ（ＱＪｓｊα"qpSjSiSje6o城ｊ)，タブノ

キ（Pe'…仇tｨ"6麺")，オキナワウラジロガシ（Ｑｌにト
cuS''１liWZgjj）などの照葉樹が成林するi['１縄島北部のやん

ばると呼ばれる地域である（図l-a)．気候は四季の変

化が本州ほど明瞭でない亜熱帯海洋性気候に属し，年間

降水量は約２，０００ｍｍ，年平均気温は２２．７°Ｃ，年平均

相対湿度は75％，年間日照時間は約1,800時間である

(国立天文台，2001)．

糞は，2001年３月から同年８月までの間，沖縄島北部

やんばる地域の林道（図２）（大国林道，県道２号～安

波ダム，照首林道，佐手辺野喜林道，辺野喜林道，伊江

林道）ならびに集落（図２）（大宜味村喜如嘉，謝名城）

のアスファルト舗装された道路を一定速度で歩行して採

集した（図l-b，ｃ)．採集した糞は，分析までの間，７０

％エタノール溶液に浸漬保存した．これらの糞に加え

て，沖縄県マングース駆除事業のワナに混獲されたノネ

コ（ネコ）がワナ内に残した糞を採集し，分析までの間

-20°Ｃで保存した．採集した糞の数は林道で28個，集

落で１０個であった．一時保存していた全ての糞は，

0.5ｍｍメッシュを用いて洗浄し，砂や泥を洗い流し

た．その後，未消化物を肉眼および双眼実体顕微鏡下

で，哺乳類，鳥類，爬虫類，両生類，昆虫，昆虫以外の

節足動物，軟体動物，骨，植物質，人工物，不明に分類

した．その際，ノネコ（ネコ）の被毛，ダニ，小石や砂

等はノネコ（ネコ）が積極的に捕食したとは考えにくい

ため，分析から除外した．なお，骨とは，同定不可能で

あった骨片であり，人工物とは，ビニール片や人工的な

飼料などの人為活動によって生成されたものとした．分

類した内容物は，動物種を可能な限り同定し，餌品目ご

との出現頻度（各分類群の出現標本数/総標本数×100）

IIlillllliillllllilliliiliiliiilllllill
図１．調在地の景観．

ａ；大国林道より望んだスダジイの優先種としたやんばるの

森.ｂ；アスファルト舗装された林道，No.７の付近．ｃ；集落
内の舗装道路，No.３７の付近．

を求めた後，７０°Ｃで24時間乾燥させ，乾燥重量を電子

天秤で測定し（0.1ｍｇ目盛り)，餌品目ごとの乾燥重量

比を算出（特定の餌品目の乾燥重量/総乾燥重量xlOO）

した．また，調査地間における各餌品目の乾燥重量の差

をMann-WhitneyのＵ検定によって，出現頻度ならびに

乾燥重量比の差は分割表分析によって検定した．
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図２．調査地および林道ならびに集落の糞の採集地点．

数字は糞の採集地点を示す．No.２～１０は大国林道，No.１１～２１は県道２号線～安波ダム，No.22～２４は照首林道，No.２５は佐手辺

野暮林道，No.２６は辺野喜林道，No.２７，２８は伊江林道，No.32～３７は集落（喜如嘉，謝名城)，No.１，２９，３０，３１，３８は沖縄県マン

グース駆除事業のワナに混漉されたノネコの糞の採集地点．

70％と最も高く，次いで昆虫，昆虫以外の節足動物，爬

虫類，軟体動物および哺乳類の順であった．また植物質

は90％，人工物は50％の糞より検出された．

乾燥重量比は，人工物が約50％と最も高い割合であ

り，次いで植物質，昆虫，骨，哺乳類，爬虫類，昆虫以

外の節足動物の順であった．

結 果

1．林道におけるノネコの食性

林道における餌動物の出現頻度，乾燥重量ならびに乾

燥重量比を表ｌに示した．出現頻度は，動物質では昆虫

が約90％と最も高く，次いで骨，昆虫以外の節足動物，

哺乳類，鳥類，爬虫類，軟体動物および両生類の順であ

った．また植物質は96.4％，人工物は7.1％の糞より検

出された．

乾燥重量比は，哺乳類が43.6％と最も高い割合であ

り，次いで，骨，植物質，鳥類，爬虫類，昆虫の順であ

った．

また，スルメと思われる人工物が１点の糞より検出さ

れた．その他の不明を除く内容物はすべてやんぱる地域

に生息する生物であった．

3．林道と集落における食性の比較

哺乳類，鳥類および昆虫の出現頻度は集落よりも林道

において有意に高かった（p＜0.05）（表l)．また，人

工物は林道よりも集落において著しく高い頻度で検出さ

れたいく0.005).乾燥重量では,人工物が林道よりも

集落において有意に高い値を示した（p＜0.05）（表ｌ）

が，他の分類群においては有意な差はみられなかった．

乾燥重量比は,哺乳類が林道で有意に高い値を示しい

く0.0001）（表ｌ)，昆虫いく0.05）および人工物（p＜

0.0001）は集落において有意に高い値を示した．

また，林道，集落ともに植物質が最も多くの糞より検

出された．

2．集落におけるネコの食性

集落における餌動物の出現頻度ならびに乾燥重量，乾

燥重量比を表ｌに示した．出現頻度は，動物質では骨が
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表１．ノネコ（ネコ）の糞から検出した各餌品目の出現頻度，乾燥重量および乾燥重量比

林道（,J＝28） 集落（"＝10）

乾燥重量 乾燥重量出現頻度

（％）

出現頻度

（％）
餌品目

(9)’）比率（％)2） (9)’）比率（％)2）

動物

哺乳類

鳥類

爬虫類

両生類

節足動物

昆虫
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骨

植物

人工物
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1）；数値は平均値．２）；数値は乾燥重量の平均の比率．＊；林道と集落を比べて有意差が認めら

れた（p＜0.05)．＊＊；林道と集落を比べて有意差が認められた（p＜0.005)．＊*＊；林道と集落
を比べて有意差が認められた(p＜0.0001)．数値は全て小数点以下第２位を四捨五入したため，
数値が0.0となった林道における人工物の乾燥重量は0.0059,乾燥重量比は0.014％，集落にお
ける軟体動物の乾燥重戯は0.0059,乾燥重量比は0.034％であった（以上小数点以下第４位四
捨五入)．

4．餌動物の同定

餌動物の同定結果を表２に示した．林道で採集した糞

より，哺乳類ではオキナワトゲネズミ，ケナガネズミ

(、iﾄﾞﾌﾙﾉﾉｉ７疎ノagnfq）（図３－a）およびワタセジネズミ

(０℃c趣mWQmsej）（図３－b）を同定した．その他に，

醤歯目（Rodentia）およびクマネズミ属（Ｒａ"“）に属

する動物を検出したが，種まで同定できなかった．鳥類

においては，ノグチゲラ（図３－ｃ）とカラスバト

(ＣＤ〃腕6α/α"ﾋﾞﾉij"α）（図3-.）を同定した．爬虫類におい

ては，オキナワキノポリトカゲ（JtJpaﾉⅨ'ｐｐｏＯ｛gひ"αm

polIygD"α、）（図３－e）とヘリグロヒメトカゲ（ADB卿cllo-

sα””pe"｡〃んmms）を同定した．両生類では，確実な同

定にまでは至らなかったが，検出部位の形態ならびに皮

膚の質感より，イポイモリ（EcAi"owro〃α"火酒。"j）の

可能性が極めて高い末梢化物（図3-,を検出した．ま

た，無尾目（Anura）に属する動物も検出したが，目以

下の分類は不明であった．昆虫においては，リュウキュ

ウツヤハナムグリ（PromerjqPひe'j）（図3-h）を同定し
た．

集落で採集した糞より，爬虫類ではオキナワキノポリ

トカゲ（図３－e）を，昆虫ではクロイワニイニイ

(PAztypjeZ`ｒＱＡｌ`ｍｊｗａｅ）（図３－９）とマダラコオロギ

(ＱＪ城･血cリルs〃Ovaeg"腕ｃａｅ）を同定した．

考 察

１．林道と集落におけるノネコの食性

林道におけるノネコの餌動物は，特林道におけるノネコの餌動物は，特に昆虫類（出現頻

度；８９％)，哺乳類（同；４６％)，鳥類（同；３２％)，爬

虫類（同；３２％）を中心として多岐にわたり，やんばる

に生息するほとんどの分類群の動物を捕食しており，こ

れらの動物が林道周辺に生息するノネコの主要な餌資源

になっていることが推察された．このことは，大島ほか

(1997）による調査においても同様であった．特に哺乳

類は，乾燥重量比が全乾燥重量の43.6％を占めており，

鳥類（9.8％)，爬虫類（9.4％）とともに，やんぱる地

域におけるノネコの肉食中心の広食性を支える主要な餌

動物群で，ノネコは，沖縄島の生態系において陸棲動物

のほとんどを捕食できる高次捕食者として位置づけられ

ると考えられた．

さらに，やんぱる地域におけるノネコの食性は，ほぼ

同所的に生息する移入食肉目のジャワマングース（匪佛

pesleT/mﾉﾋﾞJ"j“）（岸田・中尾，私信）と比べて，哺乳

類および鳥類の出現頻度が高いことが特徴的であった．
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表2．ノネコ（ネコ）の糞から同定した主な餌動物とそれらを検出した糞の採集地点

同定結果 採糞地点I） 備考2）

林道周辺

哺乳綱

オキナワトゲネズミ

ケナガネズミ

ワタセジネズミ

醤歯目

クマネズミ属

沖縄島固有種，絶１Ａ，国天

奄美大島・徳之島・沖縄島固有種，絶ＩＢ，国天

南西諸島固有種，準絶

２０

２１

７，１４，１８

２２，１６

１３，１５

鳥網

ノグチゲラ

カラスバト

沖縄島固有属，絶１Ａ，国特天

準絶，国天

２２

２，３

爬虫綱

オキナワキノポリトカゲ

ヘリグロヒメトカゲ

トカゲ亜科

1，５，６，１１，２０，２８奄美諸島・沖縄諸島固有種，絶Ⅱ

５琉球列島固有種

１２

両生網

イボイモリ

無尾目

奄美諸島・沖縄諸島固有種１絶Ⅱ，県天７※ ５

２４

昆虫綱

リュウキュウツヤハナムグリ

甲虫目

双翅目

ゴキブリ目

直翅目

セミ科

５１６，２７

５，１２

５，１２

１５

１，５，１０，１２

９

昆虫綱以外の節足動物門

倍脚目

クモ目

ザトウムシ目

1０１１２，１９

１２，１９

１

集落

爬虫綱

オキナワキノポリトカゲ

トカゲ亜科

奄美諸島・沖縄諸島固有種，絶Ⅱ3０，３１

３１

昆虫綱

クロイワニイニイ

マダラコオロギ

コガネムシｓｐ

イナゴ亜科

甲虫目

直翅目

奄美諸島・沖縄諸島固有種３４

２９

３４

２９

２９，３１，３３，３４，３６

２９，３１

1）；採集地点とは，図２に示した糞の採集地点番号．２）；絶１Ａ，絶ＩＢ，準絶は環境省（2002ａ；2002b）における絶滅

危倶１Ａ類，絶滅危慎ＩＢ類，準絶滅危倶種，絶Ⅱは環境庁（2000）における絶滅危倶Ⅱ類に該当する種．国特天は国

指定特別天然記念物，国天は国指定天然記念物，県天は沖縄県指定天然記念物,※？はその動物種である可能性が極めて

高いが，同定まで至らなかった種．

椎動物を少量捕食し，節足動物を積極的に捕食する傾向

があった（岸田，中尾，私信)．一方，今回調査したノ

ネコの餌動物の出現頻度は，哺乳類および鳥類はそれぞ

すなわち，ジャワマングースの餌動物の出現頻度は，哺

乳類および鳥類はそれぞれ,13.0％および4.9％（岸田・

中尾，私信）であり，どちらかといえば全体的に小型脊
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図３．ノネコ（ネコ）の糞より検出された未消化物．

ａ；ケナガネズミの爪．ｂ；ワタセジネズミの下顎骨（上は対照標本，下はノネコの糞より検出された下顎骨)．ａラケナ刀不入亘のﾉﾊ．ｂ；ワタセソネスミの卜顎骨（上は対照標本，￣卜はノネコの糞より検出きれた下顎骨)．ｃ；ノグチゲラの爪．

。；カラスバトの羽毛．ｃ；オキナワキノボリトカゲの下顎骨．ｆ；イポイモリの可能性の高い末梢化物．ｇ；クロイワニイニイの腹部
の一部．１，；リュウキュウツヤハナムグリ．いずれもスケールの最小目盛りは１ｍｍ

れ，４６．４％および32.1％であり，これらはジャワマン

グースに比べて非常に高い頻度を示し，ノネコはジャワ

マングースよりも大型の餌動物を捕食する傾向にあるこ

とが示唆された．

沖縄県のマングース捕獲事業では，ネコはやんばる地

域の各集落周辺に偏りながらも，そのほぼ全域において

散在的に捕獲されている（沖縄県文化環境部自然保護

課，2002)．今回のノネコの食性調査で得られた以上の
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結果は，これまでノネコの影響が報告された大国林道お

よび照首林道（宮城，１９７６；沖縄県教育委員会，１９８１；

大島ほか，１９９７；河内・佐々木，2002）だけに留まるも

のではなく，今回初めて調査を行った県道２号～安波ダ

ムをはじめとするやんばるの広い地域でも同様に確認さ

れており，ノネコの生息範囲内であれば普遍的にみられ

る影響と捉えられる．

一方，染落において採集した糞からは，人工的な餌や

ビニール片が多く検出され，また，人工飼料を主食とし

ていると思われるために，内容物がほとんど残存しない

糞があった．さらに，林道周辺に比べて集落では，哺乳

類（１０．０％)，鳥類（0.0％）および昆虫（60.0％）が有

意に低い出現頻度を示し，集落に生息するネコが林道周

辺に生息するノネコよりも餌資源を人間生活に依存して

いることが示唆された．しかしながら，集落に生息する

ネコが，全ての餌資源を人間生活に依存しているわけで

はなく，なかにはオキナワキノポリトカゲ，クロイワニ

イニイのように，人工物ではなく，やんぱる地域に生息

する在来動物に餌資源を依存しているネコが集落内にも

存在していた．このことは，調査地を全く異にするが，

スイスの農業地域におけるネコの食`性調査（Weberand

Dailly，1998）においても同様であった．ネコは行動習

性および生態に伴う飼養形態から強い拘束飼育が困難な

動物である．たとえ集落内の放育個体であっても，全て

の餌資源を人間生活に依存することはむしろ希であり，

今回の調査結果からも，行動範囲内に生息する小動物に

影響を及ぼすことは明らかであった．

国林道沿いで採集した糞からはオキナワトゲネズミは検

出されず，大国林道よりやや北東方向の県道２号線（図

２，Ｎ０．２０）で採集した糞からオキナワトゲネズミの毛

が検出された．また，今回の検出結果がそのままオキナ

ワトゲネズミの生息状況を反映しているものではない

が，オキナワトゲネズミが1980年以降急激に生息域の縮

小ならびに生息数を減少している可能性は高いと考えら

れる．これらの糞分析の結果から推察する限り，その影

響は，ノネコによる捕食圧がオキナワトゲネズミの個体

数減少の原因の一つとなっている可能性は極めて高い．

加えて今回，国指定特別天然記念物であり，沖縄島固

有種であるノグチゲラが検出された．ノグチゲラは，地

上付近で採餌を行うことから（金城ほか，1998)，ノネ

コによる捕食が危倶されていたが（大島ほか，1997)，

今回ノネコの餌資源として利用されていることが決定づ

けられた．現在ノグチゲラの生息地は，森林伐採，林道

の建設による生息地の分断，減少，米軍演習林の建設に

よる森林伐採と騒音など脅威にさらされている（石田，

2002)．これらに加えて，ノネコの捕食圧が加わること

は，ノグチゲラの生息にとって，いっそうの脅威となる

ことは必須である．

このほかにも，ケナガネズミ（RDB；絶ＩＢ，国天)，

カラスバト（準絶，国天）の末梢化物ならびにイポイモ

リ（絶Ⅱ，県天）の可能性が極めて高い尾部が検出され

た．これらの生息地も，ノグチゲラ同様，森林伐採，林

道の建設による生息地の分断，減少や土地造成にともな

い生息地となる環境の縮小が懸念されている（太田，

2000ａ；金子，２００２；永田，2002)．また，イポイモリ

については，側溝への墜落および乾燥死が報告されてい

る（千木良・島袋，１９８０；千木良，１９９０；阿座間・島

袋，1996)．これらの人為的な環境の改変による影響に

加えて，ノネコによる捕食圧が加わることは在来動物の

生息数の減少に拍車をかけると思われる．

林道周辺，集落ともに，環境省ＲＤＢの絶滅危倶Ⅱ類

に指定されているオキナワキノポリトカゲが検出され

た．オキナワキノポリトカゲは1990年代に，観賞用とし

て局外へ持ち出されたことにより急激に個体数を減らし

ており（太田，2000b)，これに加えて，マングースの主

要な餌資源にもなっている（岸田・中尾，私信)．この

他にも集落において，奄美諸島・沖縄諸島固有種である

クロイワニイニイが検出されるなど，集落内においても

在来種が捕食されていることが確認できた．

2．希少種への影響

林道におけるノネコの餌動物として，多くの固有種，

環境省レッドデータブック(以下ＲＤＢと略記)掲載種，

天然記念物指定種が検出され，ノネコがこれまでの調査

(宮城，１９７６；沖縄県教育委員会，１９８１；大島ほか，

1997；沖縄総合事務局北部ダム事務所，1995,1998；河

内・佐々木，2002）と同様に在来種へ大きな影響を及ぼ

していることがあらためて確認できた．特に，オキナワ

トゲネズミは，宮城（1976）が与那-安田林道および与

那珊岳で採集したノネコの糞12個のうち９個（75％）か

ら検出したのをはじめ，沖縄県教育委員会（1981）が与

那覇岳頂上周辺で（出現頻度；８０％，，,＝20)，大島ほか

(1997）が大国林道沿いで（12.5％，〃＝56）それぞれ検

出し，２５年以上の間，ノネコの影響を受け続けているこ

とになる．また，これらの調査地は，宮城（1976）の与

那-安田林道を除いて，いずれも与那覇岳を中心とした

現在の大国林道近くである．しかし今回の調査では，犬

3．今後の対策とまとめ

沖縄島北部のやんぱる地域には，固有，性や希少性の高
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い動物が島の他の地域に比べて多く生息している（世界

野生動物基金，1984,1985)．今回やんぱる地域で実施

した調査で，沖縄島のノネコは，沖縄島に生息する陸生

動物のほとんどを捕食でき，沖縄島の固有種や希少種を

捕食していることが改めて確認できた．

2000年10月からやんばる地域では，沖縄県による「マ

ングース等対策事業」として，ジャワマングースとクマ

ネズミ属の駆除が成されてきた．その間にもネコが延べ

456回捕獲され，全て再放逐されてきた（沖縄県文化環

境部自然保護課，2002)．しかし，2001年８月にヤンバ

ルクイナの羽毛の入ったノネコの糞が伊江林道より採集

され（金城，私信ハノネコによる在来種への影響の進

行が危`倶された．2002年１月より３月までの間，環境省

が県道２号線以北の地域に限定して「やんぱる地域移入

動物対策事業」として，ジャワマングースとノネコの捕

獲事業を緊急的に実施した．その間に，１５頭のノネコが

捕獲された（ただし，マングースは捕獲されず）（環境

省自然環境局沖縄奄美区自然保護事務所，2002)．その

後，2002年４月より，沖縄県による「マングース等対策

事業」の中で，民家から一定距離離れた場所で捕獲され

たノネコについては，排除していく事となった（沖縄県

文化環境部自然保護課，2002)．しかし，集落内におい

ても多くの在来動物が捕食あるいは捕殺されており，筆

者も放し飼いのネコによるワタセジネズミの捕殺を度々

目撃したことがある．今後，やんぱる地域の生態系を保

全するためには，現在やんぱる地域に生息しているノネ

コ，ジャワマングースならびにその他移入動物の排除，

集落内における飼いネコのできる限りの室内飼育ならび

に俗に地域ネコとよばれる特定の飼養者のいない野良猫

などの適正飼養管理の指導および移入動物の供給源とし

ての飼いネコをはじめとしたその他愛玩動物の放棄を予

防するための県民への広く啓蒙普及活動をする必要があ

り，これらの対策は急務である．沖縄県竹富村における

飼いネコのマイクロチップによる登録制もしくは，国頭

村安田区における「安田区ネコ飼養に関する規則」等の

ような飼養条例を沖縄島全域で導入することは，迷子ネ

コの減少およびネコの管理者の管理責任意識の向上など

に役立つと思われ，同時に直接的もしくは間接的にやん

ぱる地域の在来動物，生態系の保全に繋がると考えられ

る．

やんぱる地域に生息する動物の多くは，沖縄島および

周辺島喚における固有種である．これらの動物を保全す

ることは，人間の義務であり，沖縄島の生物種の多様性

を維持するうえで最も重要な課題といえよう．
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ABSTRACT

Food Habits of Cats (Felis catus) in Forests and Villages and Their Impacts on Native Animals

in the Yambaru Area, Northern Part of Okinawa Island, Japan

Takamichi Jogahara1, Go Ogura1, Takeshi Sasaki2, Kenji Takehara3 and Yoshitsugu Kawashima!

ILaboratory of Subtropical Zoology, Faculty of Agriculture, University of The Ryukyus, Okinawa 903-0213, Japan
2University of the Ryukyus Academic Museum, Okinawa 903-0213, Japan

30kinawa Prefectural Museum, Okinawa 903-0823, Japan

The food habits of feral cats (Felis catus) roaming through forests and domestic cats in villages in the Yambaru area, northern

part of Okinawa Island, Japan, and their impacts on indigenous animals were investigated by analyzing their faeces. The feral cats

mainly prey on insects, mammals, birds and reptiles, while the domestic cats mainly eat food provided by humans and insects.

Traces of threatened animals, such as the Okinawa Woodpecker (Sapheopipo noguchii) which is listed in the Red Data Book, were

also found in the faeces of the feral cats. The feral cats are able to prey on almost any of the terrestrial animals in the ecosystem of

Okinawa Island. To protect the wildlife in the Yambaru area from the feral cats we need to exclude feral cats and to appeal to local

people not to abandon their pet cats.

Key words: cat, food habit, native species, village, path through forest
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